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本号の巻頭言はの北田俊行教授にお願いいたしました。

ブリッジ・レスキュー・システム（BRS）と題して、老朽化した橋梁の維持管理重要性と橋梁業界

（技術者）のその維持管理に対する役割について貴重なご意見を頂いております。先生にはご多忙の

ところ玉稿をお寄せ頂き、誠に有り難うございました。誌面を借りまして厚く御礼申し上げます。

近年、鋼橋の損傷・老朽化に伴う維持管理・延命化が問題として取り上げられており、昨年のアメ

リカ・ミネソタ州におけるトラス橋の落橋事故、国内のトラス橋の腐食損傷報告等により、一般にも

橋梁の維持管理の重要性が多少なりとも認知され初めております。一方で、現在の日本の国家は

「ものづくり」を決して重要視しておらず、結果として若年層の工学離れ、技術者不足が加速してお

り、我々の橋梁業界を取りまく環境も非常に厳しいものとなっております。しかし、我々は、社会生

活の安全・安心を守る社会資本整備に関わる中で社会貢献に寄与しており、仕事に誇りを持つべきで

あると考えております。また、一般にも早期に橋梁業界の重要性が認知され、それに見合った評価が

なされることを期待すると共に、対外的な啓蒙活動の推進と技術の継承に努たいと考えております。

その一環として、このように技報において、宮地の新設橋梁の開発・設計・架設から既設橋梁の補

修に至るまで幅広い技術を報告することは非常に大切なことであります。今後も更なる技術研鑽を進

め、より多くの成果を報告し、橋梁に関する技術の向上に貢献できれば幸いです。

最後になりましたが、執筆者を始め多くの関係者の御協力により本号を発刊することが出来たこと

に感謝致します。
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